
※　上記タイトルは昭和 49年から 60年までの広報紙で実際に使われていたデザインを復刻したものです
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昭和100年特別企画　第１弾

100
―2025年は昭和元年からちょうど100年
昭和は戦争から戦後の復興、高度経済成長、バブル経済など激動の時代でした。
鶴ヶ島の歴史を振り返りながら、「昭和のつるがしま」を今の時代に生きる皆さんに発信します。

PAGE　　2-3　つるがしま100年のあゆみ / 4-5　戦前 ・ 戦中のつるがしま



平 成

昭 和

令 和

1926～1989

1989～2019

2019～

1930
鶴ヶ島大規模開墾第1号
下新田開墾組合施行

1934
越生鉄道（現・東武越生線）
でガソリンカーが運行。
一本松駅開設

1932
白鬚神社大ケヤキ、
埼玉県指定天然記念物
に指定

23

1947
鶴ヶ島中学校開校
※　写真は昭和26年ごろ

1960
学校給食始まる

1968
坂戸、鶴ヶ島水道企業団、
坂戸、鶴ヶ島下水道組合設置

1969
才道木に市内初の
信号機が設置

1954
鶴ヶ島村工場誘致条例制定

1941
陸軍坂戸飛行場完成1974

高倉獅子舞、鶴ヶ島町指定文化財
第１号に指定

1965
新庁舎完成

1945
鶴ヶ島村役場の2階すべてが陸軍航空
施設部隊事務所として使用される
※　写真は大正3年村役場完成時

※　写真は昭和33年奉納時

※　写真は昭和51年ごろ

※　上：飛行場内事務棟
　　下：建設地内にあった
　　　　大塚野新田の御嶽山

1991

1932
東武東上線鶴ヶ島駅開設

1932
村内に電気が引かれ、
電灯がつく

2007

つるゴン生誕

1979
東武東上線若葉駅開設

1966

1972
坂戸・鶴ヶ島
消防組合設置

1996
鶴ヶ島市立中央図書館開館

2021
鶴ヶ島グリーンパーク開園

2011
「つるバス」「つるワゴン」
運行開始

1975
関越自動車道開通、鶴ヶ島
インターチェンジ開設

1996
首都圏中央連絡自動車道（圏央道）開通、
圏央鶴ヶ島インターチェンジ開設

2003
鶴ヶ島市運動公園開園

1964
中断前、最後となる脚折雨乞が開催。
のち、昭和51年に脚折雨乞行事保存
会により行事が復活

（昭和7年）

（昭和7年）

（昭和7年）

（昭和5年）

（昭和9年）

（昭和20年）

（昭和29年）

（昭和16年）

（昭和22年）

（昭和35年）

（昭和39年）（昭和49年）

（昭和50年）

（昭和44年）

（昭和47年）

（昭和54年）（平成8年）

（平成8年）（平成15年）

（令和3年）

2020
ゆるキャラ🄬🄬グランプリ2020
つるゴンが全国3位入賞

（令和2年）

（平成23年）2018
バンド「鶴」を鶴ヶ島ふるさと
応援大使に任命

（平成30年）

（平成19年）

（平成3年）

（平成2年）

（昭和40年）

（昭和41年）

（昭和43年）

鶴ヶ島町制施行

鶴ヶ島市制施行

1990
新庁舎完成

昭和100年は戦後80年

　明治時代以降、近代国家へと歩み始めた日本です
が、世界恐慌などで不況が続く中、戦争という道を
選んでしまいました。戦争によって失われたものは
非常に大きいですが、終戦を機に経済や文化といっ
たさまざまな面から「平和」を目指す新たな歩みが始
まりました。
　今年は戦後80年の年にも当たります。戦後の目
覚ましい復興と経済成長により、現在は世界有数の
経済大国として豊かな暮らしを享受していますが、
それは苦難の時代をたくましく生きた人びとの努力
が礎となっています。

　2025年（令和7年）は、昭和元年から数えて100年に当たる節目の年です。1926年から1989年
まで続いた昭和時代。苦難と復興、まさに激動の時代でした。

つるがしま100年間の人口推移

　鶴ヶ島は日本の高度経済成
長期に合わせ、住むまち、暮
らすまちとして選ばれ、発展
してきました。昭和41年の
町制施行前後から人口増が顕
著となり、平成7年までの約
30年間で、人口が7倍以上
に増加しました。これは、全
国でも有数の増加率でした。
近年は約7万人と、ほぼ横ば
いで推移しています。

（年）

（横軸：人）鶴ヶ島市オープンデータ・国勢調査より作成
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46879

65148

69173

70089

69675

およそ10年ごとの鶴ヶ島の人口

約　　倍7 　今、「昭和」から学ぶことが多くあります。広報連載と企画展で、昭和から
現在へと躍動するつるがしまを振り返る特別企画『つるがしま100年のあゆ
み』。今回はシリーズ第1弾として、昭和元年以降の鶴ヶ島100年間のトピッ
クと、戦前戦中の様相を紐解きます。第2弾は10月号、企画展は11月ごろを
予定しています。ご期待ください。

生涯学習スポーツ課文化財担当問



回収された満福寺の梵鐘史上初の大陸を超えた兵器⁉

　大
正
後
期
か
ら
始
ま
っ
た
不
景
気
は
、
昭

和
４
年
の
世
界
恐
慌
を
契
機
に
日
本
経
済
を

大
混
乱
に
陥
ら
せ
ま
し
た
。
社
会
へ
の
不
満

は
、
国
家
主
義
運
動
と
し
て
盛
り
上
が
り
、

急
速
に
戦
時
色
が
強
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
６
年
の
満
州
事
変
の
後
、
日
本
は
国
際

連
盟
を
脱
退
し
、
国
際
的
に
孤
立
の
道
を
進

み
ま
す
。
昭
和
１２
年
の
日
中
戦
争
を
経
て
、

昭
和
１３
年
に
は
国
家
総
動
員
法
が
制
定
さ
れ
、

戦
争
勝
利
の
た
め
、
国
力
す
べ
て
が
軍
需
に

注
が
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
１６
年
、
真

珠
湾
を
奇
襲
攻
撃
し
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま

り
ま
し
た
。
開
戦
当
初
は
日
本
が
優
勢
で
し

た
が
、
次
第
に
戦
局
は
悪
化
し
、
昭
和
20
年

に
は
広
島
・
長
崎
へ
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
同

年
日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
け
入
れ
、
戦

争
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。

　鶴
ヶ
島
で
は
商
業
は
発
展
せ
ず
、
農
業
が

生
業
の
主
体
で
し
た
。
大
き
な
川
の
な
い
鶴
ヶ

島
は
水
稲
耕
作
に
向
か
ず
、
畑
作
が
中
心
で
、

お
米
も
田
ん
ぼ
で
は
な
く
、
畑
で
作
る
米
「
陸

稲
」が
主
流
で
し
た
。
ま
た
、養
蚕
も
盛
ん
で
、

桑
畑
が
作
ら
れ
、
繭
が
多
く
出
荷
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
農
家
で
は
出
荷
で
き
な
い
屑
繭
を

紡
い
で
糸
を
取
り
、
織
物
を
副
業
と
し
て
生

産
す
る
家
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
経

済
の
低
迷
は
農
村
地
域
に
も
大
き
な
影
響
を

お
よ
ぼ
し
、
特
に
繭
価
の
暴
落
は
村
民
の
生

活
を
苦
し
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
も
、
昭
和
４
年
に
脚
折
雨
乞
が
開
催
さ
れ

た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
５

年
に
は
大
規
模
な
開
墾
が
始
ま
り
ま
し
た
。

下
新
田
を
皮
切
り
に
、
高
倉
や
太
田
ヶ
谷
な

ど
に
耕
地
整
理
組
合
が
設
け
ら
れ
各
地
で
進

め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　昭
和
15
年
に
は
新
体
制
運
動
の
一
環
と

し
て
近
衛
首
相
を
総
裁
と
す
る
大
政
翼
賛

会
が
発
足
し
、
翌
16
年
に
は
鶴
ヶ
島
村
支

部
も
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
17
年
ご
ろ

か
ら
徴
兵
が
本
格
化
し
、
村
民
の
出
征
が

増
加
。
徴
兵
検
査
に
よ
り
兵
役
が
分
類
さ

れ
、
常
備
兵
役
・
補
充
兵
役
な
ど
に
分
か

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
役
兵
は
一
定
期
間

後
に
帰
郷
が
許
さ
れ
、
駅
や
寺
で
旗
を
掲

げ
て
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
12
年
以

降
の
鶴
ヶ
島
村
の
戦
没
者
は
　２
５
３
人

に
上
り
ま
し
た
。

　　　　昭
和
13
年
、
高
萩
飛
行
場（
現
・
日
高
市
）の

建
設
に
際
し
、
多
く
の
学
生
が
勤
労
奉
仕
に
参

加
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
豊
岡（
現
・
入
間
市
）

に
あ
っ
た
陸
軍
航
空
士
官
学
校
の
分
教
場
で
、

士
官
候
補
生
の
飛
行
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
昭
和
15
年
に
は
坂
戸
・
川
越
・
鶴
ヶ
島
に

ま
た
が
る
地
域
で
も
分
教
場
の
建
設
が
計
画
さ

れ
、
翌
16
年
に
は
坂
戸
飛
行
場
が
完
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
周
辺
住
民
は
移
転
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
現
在
の
富
士
見
地
区
の
一
部
に
あ

た
る
大
塚
野
新
田
は
消
滅
し
、
戸
宮
は
勝
呂
村

（
現
・
坂
戸
市
）に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
、

鶴
ヶ
島
村
内
に
は
坂
戸
航
空
無
線
通
信
所
が
設

置
さ
れ
、
坂
戸
・
高
萩
両
飛
行
場
と
の
通
信
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　国
際
社
会
か
ら
孤
立
し
て
い
た
日
本
で

は
、
海
外
か
ら
の
航
空
燃
料
の
輸
送
が
滞

り
、
代
替
と
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
燃
料
が
生

産
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
19
年
、
鶴
ヶ
島
に

お
い
て
も
、
行
政
と
農
家
を
つ
な
ぐ
系
統

農
業
会
の
介
在
に
よ
る
　甘
藷
澱
粉
工
場

や
、
海
軍
の
指
揮
に
よ
る
　松
根
油
工
場

が
立
て
続
け
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
日
光

街
道
の
並
木
松
も
切
傷
が
付
け
ら
れ
、
松

油
が
採
取
さ
れ
ま
し
た
。

　昭
和
16
年
、
国
民
学
校
令
に
よ
り
、

小
学
校
は
「
国
民
学
校
」
と
改
称
さ
れ

ま
し
た
。
従
来
の
尋
常
小
学
校（
６
年

間
）と
尋
常
高
等
小
学
校（
２
・
３
年
間
）

が
統
合
さ
れ
、
初
等
科
６
年
間
、
高
等

科
２
年
間
の
８
年
制
と
な
り
ま
し
た
。

国
民
学
校
で
は
、
体
力
増
強
の
訓
練
や

団
体
行
動
と
い
っ
た
軍
事
教
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
ど
も
も
家
庭
の

農
業
を
手
伝
う
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た

た
め
、
戦
前
は
夏
休
み
が
な
く
、
休

み
は
農
業
が
忙
し
く
な
る
５
月
の
茶

摘
み
の
時
期
３
日
間
と
、
６
月
の
10

日
前
後
の
み
で
し
た
。

　戦
前
の
社
会
教
育
を
担
っ
た
の
は

青
年
会
で
し
た
。
鶴
ヶ
島
で
は
大
正

７
年
に
青
年
団
へ
と
再
編
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
10
年
に
は
男
子
1
8
0
人
、

女
子
95
人
の
団
員
が
在
籍
し
て
お
り
、

こ
れ
は
合
わ
せ
る
と
当
時
の
村
の
人

口
の
約
一
割
弱
に
当
た
り
ま
す
。

　ま
た
、
義
務
教
育
後
の
勤
労
青
年

を
対
象
と
し
た
青
年
学
校
も
組
織
さ

れ
ま
し
た
。
青
年
学
校
で
は
農
業
増

産
報
国
隊
の
結
成
に
応
じ
、
報
国
農

場
が
開
か
れ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の

栽
培
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鶴ヶ島市で保有する戦争関連資料の一部鶴ヶ島市で保有する戦争関連資料の一部 今
年
は
、
昭
和
1
0
0
年
で
あ
る
と
と
も
に
、
戦
後
80
年
の
年
で
も
あ

り
ま
す
。
昭
和
１
０
０
年
特
別
企
画
の
第
１
弾
と
し
て
、
昭
和
元
年
か

ら
終
戦
ま
で
の
鶴
ヶ
島
を
振
り
返
り
ま
す
。

【
日
本
の
概
況
】

【
出
征
す
る
村
民
の
増
加
】

【
鶴
ヶ
島
に
あ
っ
た
飛
行
場
】

【
軍
事
工
場
の
建
設
】

【
教
育
】

【
農
業
が
中
心
だ
っ
た
鶴
ヶ
島
】

　戦争の拡大とともに軍需物資が不足し始めると、昭和
16年、政府は資源特別回収に関する通達を発出し、金
属の回収が進められました。埼玉県でも呼びかけが行わ
れ、蚊帳やタンスの吊手金具、火鉢などを提供するよう
依頼があり、鉄骨製の火の見櫓まで解体されていきまし
た。また、寺院の梵鐘（釣鐘）の回収も進められ、鶴ヶ
島でも昭和18年に、明和元年鋳造の満福寺（太田ヶ谷）
の梵鐘が回収されました。交付金は290円でした。

ぼんしょう

やぐら

か　や

そうめん

しょういだん

はいのう

ちゅうぞう

　秘匿名称「ふ号兵器」と呼ばれた特殊兵器があり
ます。風船爆弾とも呼ばれ、小川和紙などを使った
気球に爆弾を搭載し、無人・無誘導でアメリカ本土
を攻撃したものです。約9300発が打ち上げられ、
およそ300発が北米に到達したと言われます。被害
は少ないですが、史上初の大陸をまたいだ兵器と言
えます。坂戸の素麵工場でも製造されており、昭和
19年製の試験品が本市に収蔵されています。

※1

※2
※3

※1  「昭和60年鶴ヶ島町戦没者追悼式遺族名簿」より
※3  松根油とはマツ科植物の油のことで、ここからもアルコールが精製されました 45

か
ん
し
ょ
で
ん
ぷ
ん

お
か

ぼ

く
ず
ま
ゆ

ま
ゆ
か

じ
ん
じ
ょ
う

し
ょ
う
こ
ん
ゆ

◀
帰
郷
兵
士
歓
迎
の
垂
れ
幕（
昭
和
10
年
代
後
半
）

※2   甘藷とはサツマイモのことで、澱粉からアルコールが作られました

ｼ
ﾘ
ｰ
ズ
連
載 

第
１
弾

戦
前
・
戦
中
の
つ
る
が
し
ま

戦
火
と
と
も
に
歩
み
始
め
た
昭
和

泣
い
て
、
祈
っ
て
、
そ
れ
で
も
進
ん
だ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

4　背嚢。現在でいうリュックサッ
クです。帆布製で、食糧・弾薬・
衣料・個人装備が収納されました。
重い装備では30㎏にも達したと
言われます。

5　戦時国債。国が売り出した債権
です。これは10円のもので、現在
価値に換算するのは難しいですが、
約5～ 10万円と思われます。

3　鉄兜。頭部を保護するための鋼鉄
製のヘルメットです。重さは約1㎏あ
り、星章の痕跡が残ることから、陸軍
で使用されたものと思われます。

1　銃剣。槍のように突き刺すため、小銃の先に取り付けられまし
た。土中から発掘された本資料は全長が40㎝以上あり、第二次大
戦時には全長25㎝程度のものが多かったため、それ以前に使用さ
れた可能性があります。

2　海軍士官短剣。戦闘用ではなく装飾用として用いられました。
社会的地位を示すものでもあり、誇りと栄誉の象徴でした。

（11月開催の企画展にて展示予定）

6　焼夷弾。東京大空襲で投下されたものと同じM69焼夷弾
で、38個ずつまとめて航空機から大量に投下されました。鋼鉄
製の筒の中にゲル化ガソリンが入れられ、木造家屋を焼き払う
ために効果的でした。

9　警報機。背面のハンドルを回すと、大きな
サイレンが鳴り響きます。空襲を知らせました。

▲鶴ヶ島第一国民学校の生徒たち（昭和16年）

▲戦時下のこどもたち（昭和18年）

▲坂戸飛行場（現在の鶴ヶ島市富士見地区、川越市竹野地区、坂戸市千代田地区）
の空撮写真（昭和22年）。よく見ると爆弾が炸裂した際の穴が残る

詳細はこちらから

【デジタル郷土資料】

▲下新田地区の開墾の様子（昭和初期）

▲出征兵士の留守家族（昭和15年）
　

7　戦闘機のプロペラ。木製で、高
萩飛行場で使用されていたもので
す。立川の石川島飛行機で製造され
た九五式練習機（通称「赤とんぼ」）
のものと思われます。

8　海軍制服・軍帽。第一種軍装と
して用いられた通常勤務冬服で、前
合わせはホック留めです。紺色長
ジャケットは最も長い年月着用され
ました。



保健センターで行われた「3歳児健康診査」
に集まった保護者とこどもたち。
自分で一生懸命歯を磨く姿は、
立派なお兄さんお姉さんでした♪

SuKuSuKu SuKuSuKu子育て子育て

子育て講座「こどもの写真をかわいくデコレーション
ママのためのリラックスヨガ

産前産後サポート事業

～初めてのスクラップブッキング～」
～パパの園庭開放　同時開催～

～ほっこりサロン～

対　0歳～3歳のお子さんの保護者
日　9月16日(火)10時15分～11時45分
場　女性センター
講　三

み

上
か み

由
ゆ

美
み

子
こ

さん(スクラップブッキング講師)
内　簡単なキットを使って思い出の写真を装飾し、お部屋に飾
れる作品を作ります(教材の一部が変更となる場合があります)。
定　15人(申込順)　料　500円(材料費)
持　写真(2～3枚)、はさみ、スティックのり、持ち帰り用袋、
飲み物など
他　保育あり(1歳から3歳までの15人。申込順)　
※　安全を考慮し、0歳児の会場入室はできません
申 問　8月4日(月)から鶴ヶ島子育てセンター(鶴ヶ
島保育所内)へ☎049・286・7201または専用フォー
ムから

対　就学前のお子さんを持つ市内在住の女性(妊娠中お
よび産後間もない方は不可)
日　9月13日(土)9時45分～11時15分
場　女性センター
講　辰

た つ

野
の

弥
み

千
ち

子
こ

さん(健康運動指導士)
内　ママがヨガをしている間、パパ(パパ以外の保護者
も可)とお子さんは、隣の鶴ヶ島保育所の「パパとあそ
ぼう！～パパの園庭開放～」に参加できます(参加必須
ではありません)。
定　15人(応募多数の場合抽選)　料　無料
持　フェイスタオル、飲み物、ヨガマット
またはバスタオル
他　保育はありません
申　8月20日(水)までに専用フォームから
問　女性センター☎049・287・4755

対　外出や人と付き合うことに気がすすまない、精神
科に通院中の妊婦やママ
日　8月19日(火)9時30分～11時30分
場　保健センター
内　制作や茶話会、親子ふれあい遊び
他　スタッフによる保育のサポート有り
申 問　保健センターへ☎049・271・2745
または専用フォームから

子育て情報BOX

⃝こども家庭センター  子育て・虐待・家庭の問題など 
　(☎049・277・6055)

⃝女性・DV 相談直通ダイヤル (☎049・298・7716)

⃝鶴ヶ島子育てセンター［鶴ヶ島保育所内］(☎049・286・7201) 子育て 

⃝川越児童相談所 (☎049・223・4152) 子育て・児童虐待 

⃝児童相談所全国共通3桁ダイヤル (☎189) 　　 児童虐待 

⃝保健センター(☎049・271・2745) 妊娠・出産・こどもの発達など
　親子相談　8月4日(月)13時～・14時～　※　要予約

24時間
365日

困ったときは・・・

親子の歯みがき教室(個別)

対　妊婦とその家族、乳幼児・学童とその家族
日　9月5日(金)①9時30分～10時30分②10時30分～11時30
分
場　保健センター
内　お口に関する相談、歯みがき指導(染出し可)、むし歯菌の
多さがわかる検査(希望制)、身体計測
定　各時間1組
持　母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、タオル
申 問　保健センターへ☎049・271・2745または
専用フォームから 申込はこちら

申込はこちら申込はこちら

申込はこちら

6



子育て♥coco-soco　あなたのすぐソコ！にある子育て支援を紹介

こどもと遊びながら学ぶ！災害対策のススメこどもと遊びながら学ぶ！災害対策のススメ
　災害はいつ、どこで起こるか分かりません。保護者とこどもが一緒にいられない場面もあるかもしれません。だからこそ、
どんなときでも自分の身を守れるように、日常の中で“災害への備え”を遊びながら楽しく身につけてみませんか。

　散歩などで使用しているいつものバッグは、ちょっと中身を追加するだけで災害用のバッグに大変身します。
　また、賞味期限があるものや消耗品などは、「ローリングストック(普段から少し多めに買っておいて、使った分だけ買い
足すことで常に一定量を備蓄しておくこと)」を活用して、味や使用方法に慣れておきましょう。

・着替え　　・おむつ
・おしりふき
・おやつやミルク(飲み物)
・ほ乳瓶
・おもちゃ　　　　　など

・母子手帳　　・着替え+1セット　　・歯みがきシート
・使い捨てほ乳瓶　　・家族写真(身元判別に役立ちます)
・常温でそのまま飲める液体ミルク
・両手持ちできるコップ(普段使用しているもので可)
・非常用笛(コルクが入っていないもの)
・こどもがお気に入りのおもちゃ　　　　　　　　　など

　食事をする際に必要な食器ですが、地震発生後は
割れる、洗えないなどにより不足することが多々あ
ります。ラップなどで覆うことで繰り返し使える器
を作ってみませんか。日常での小物入れや簡易ごみ
箱、おままごとのお供としても最適です。写真は県
ホームページを参考に作成しています。

　家庭で取り組みやすい避難訓練です。保護者が「火
事だよ」と言ったら、こどもは身を低くして鼻と口に
ハンカチを当てる、「地震だよ」と言ったらテーブルな
どの下に入るなど、災害の種類によってどのような行
動を取ったら良いのかを確認できます。

　停電により急に真っ暗になると、こどもは恐怖から
パニックになることがあります。就寝時以外に暗い中
での生活を経験することで、停電時でも落ち着いて避
難できるようになります。ヘッドライトを使った避難
の練習をしたり、手作りランタンを一緒に作ったりす
るのもいいですね。

・ペットボトル １本
・水 ペットボトルの容量分
・ ライト(懐中電灯、スマホ

のライトなど) １個
・牛乳または洗剤 少量

1　ペットボトルに水、
牛乳または洗剤を入れ
て混ぜる
2　ペットボトルに接す
るようにライトを当て
たら完成

材料 作り方

　災害が発生したときにどう行動したらいいのか
を、ゲーム感覚で学べます。国土交通省ホームペー
ジから、カードのデータをダウンロードすること
ができます。

日常に取り入れられる遊び・体験

おでかけバッグは災害用バッグにもなります！

紙や新聞紙で作る紙食器 シェイクアウト

真っ暗でも生活できるかな？

手作りランタンの作り方

防災カードゲーム

普段のバッグの中身 ＋ ｍｏｒｅ！

コ ソコ コ

問　危機管理課防災危機管理担当

参考(県HP)

詳細はこちら
（国土交通省国
土技術政策総
合研究所HP）

箱型1

船型

コップ型

箱型2

使用例↑

使用例↑

使用例↑

使用例↑
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鶴
ヶ
島
市
平
和
都
市
宣
言

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

　
市
制
施
行
二
十
周
年
に
あ
た
り
、「
鶴
ヶ
島
市
　
子
ど
も
議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
議
会
で
は
、
鶴
ヶ
島
市
の
未
来
を
担
う
児
童
代
表
に
よ
り
「
わ
た
し
た
ち
の
平
和
宣
言
」
が

採
択
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
誓
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

一�
　
わ
た
し
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
の
命
と
人
権
を
尊
重
し
、
い
じ
め
や
差
別
を
絶
対
に
許
し

ま
せ
ん
。

一�

　
わ
た
し
た
ち
は
、
地
域
の
絆
を
深
め
、
人
を
思
い
や
り
、
助
け
合
い
な
が
ら
地
域
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

一�

　
わ
た
し
た
ち
は
、
地
域
の
人
た
ち
と
協
力
し
て
、
犯
罪
や
事
故
の
な
い
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一�

　
わ
た
し
た
ち
は
、
自
然
を
大
切
に
し
、
緑
を
増
や
し
、
人
と
自
然
が
共
生
で
き
る
ま
ち
に

し
ま
す
。

一�

　
わ
た
し
た
ち
は
、
目
に
見
え
な
い
「
放
射
能
」
と
い
う
怖
さ
を
も
っ
て
い
る
「
原
子
力
」

の
あ
り
方
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

一�

　
わ
た
し
た
ち
は
、
戦
争
と
核
兵
器
の
な
い
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
平
和
な
社
会
を
つ

く
り
ま
す
。

　
私
た
ち
鶴
ヶ
島
市
民
は
、
こ
の
誓
い
を
真
摯
に
受
け
止
め
ま
す
。

　
平
成
二
十
三
年
三
月
の
、
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、
甚
大
な

被
害
と
と
も
に
、
い
く
つ
も
の
教
訓
を
残
し
ま
し
た
。

　
人
は
自
然
を
支
配
で
き
ま
せ
ん
。
人
は
も
と
も
と
自
然
と
共
に
暮
ら
し
て
き
た
の
で
す
。
自

然
界
に
存
在
し
な
い
放
射
性
物
質
の
拡
散
が
、
私
た
ち
の
命
と
暮
ら
し
を
こ
こ
ま
で
脅
か
す
と

い
う
こ
と
を
、
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
絆
は
、今
を
生
き
る
力
の
源
で
す
。
支
え
合
う
ぬ
く
も
り
の
中
か
ら
明
日
が
生
ま
れ
、

争
い
に
よ
っ
て
希
望
は
失
わ
れ
ま
す
。
最
も
悲
惨
な
争
い
で
あ
る
戦
争
と
全
て
の
核
兵
器
が
地

上
か
ら
な
く
な
る
こ
と
は
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

　
私
た
ち
鶴
ヶ
島
市
民
は
、世
界
の
人
々
と
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
、こ
こ
鶴
ヶ

島
市
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
平
和
な
社
会
の
実
現
を
目
指
す
「
平
和
都
市
」
で
あ
る
こ
と
を

宣
言
し
ま
す
。

戦後80年を迎えて
問合先　総務人権推進課庶務人権担当

平
和
都
市
宣
言
制
定
の
経
緯

　
平
成
23
年
８
月
に
、
市
制
施
行

20
周
年
記
念
事
業
と
し
て
開
催
さ

れ
た
「
鶴
ヶ
島
市
子
ど
も
議
会
」

に
お
い
て
、
市
内
各
小
学
校
６
年

生
の
代
表
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た

り
夢
や
希
望
が
持
て
る
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
た
「
わ
た
し
た

ち
の
平
和
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
市
は
平
成

24
年
３
月
30
日
に
「
鶴
ヶ
島
市
平

和
都
市
宣
言
」を
制
定
し
ま
し
た
。

広
島
市
平
和
記
念
式
典
児
童
派
遣

事
業

　
市
の
平
和
事
業
の
一
環
と
し
て
、

原
爆
死
没
者
に
対
し
、
哀
悼
の
意

を
表
す
と
と
も
に
、
改
め
て
戦
争

の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
深
く

認
識
す
る
た
め
、
平
成
24
年
度
か

ら
、
広
島
市
主
催
に
よ
り
毎
年
８

月
６
日
に
開
催
さ
れ
る
平
和
記
念

式
典（
広
島
市
原
爆
死
没
者
慰
霊

式
並
び
に
平
和
祈
念
式
）に
、
市

内
各
小
学
校
６
年
生
の
代
表
８
人

を
市
民
の
代
表
と
し
て
派
遣
し
て

い
ま
す
。

　
多
く
の
方
に
平
和
な
社
会
の
尊

さ
を
伝
え
る
た
め
、
参
加
児
童
に

よ
る
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
８
月
23
日
㈯
10
時
～

場
所　
西
市
民
セ
ン
タ
ー

平
和
首
長
会
議
原
爆
ポ
ス
タ
ー
展

　

被
爆
の
実
相
を
伝
え
る
ポ
ス

タ
ー
を
通
じ
て
、
核
兵
器
の
恐
ろ

し
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
感
じ
る
展

示
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
８
月
４
日
㈪
～
15
日
㈮

展
示
場
所　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

展
示
内
容

・
核
兵
器
が
も
た
ら
し
た
被
爆
の

実
相

・
折
り
鶴
コ
ー
ナ
ー（
平
和
を
祈

念
し
て
、
鶴
が
折
れ
ま
す
）

ア
オ
ギ
リ
二
世
の
苗
木
を
植
樹

　
平
和
都
市
宣
言
の
制
定
お
よ
び

広
島
市
平
和
記
念
式
典
へ
の
児
童

派
遣
開
始
を
記
念
し
て
、
平
和
へ

の
願
い
を
込
め
た
ア
オ
ギ
リ
二
世

の
苗
木
を
、
市
役
所
の
敷
地
内
に

植
樹
し
ま
し
た
。
大
き
く
成
長
し

た
ア
オ
ギ
リ
は
、
平
和
の
尊
さ
と

命
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

今年は、戦後80年という節目の年を迎えます。この機会に「平和」について改めて考えてみませんか。
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市 政 情 報

第十二回戦没者等の遺族に対する特別弔慰金の
ご案内

問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当
　
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
第

十
二
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
書
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

支
給
対
象
者　
令
和
７
年（
２
０ 

２
５
年
）４
月
１
日
時
点
で
、
公

務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受

け
る
方
が
い
な
い
遺
族（
戦
没
者

等
の
死
亡
当
時
）一
人

対
象
と
な
る
人
の
順

１　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
受
給
権
者

２　
戦
没
者
等
の
子

３　
戦
没
者
等
と
戦
没
当
時
に
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
①
父
母
②

孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

※　
戦
没
当
時
に
生
計
関
係
を
有

し
て
い
な
か
っ
た
方
、
令
和
７
年

４
月
１
日
時
点
で
婚
姻
に
よ
り
姓

が
変
わ
っ
て
い
る
方
、
遺
族
以
外

の
方
と
養
子
縁
組
し
て
い
る
方
は

除
く

４　
上
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５　
上
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親

等
以
内
の
親
族
で
、
戦
没
者
等
の

死
亡
時
ま
で
１
年
以
上
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
方

支
給
内
容　
額
面
27
万
５
０
０
０

円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間　
令
和
10
年（
２
０
２ 

８
年
）３
月
31
日
㈮

調整給付金（不足額給付）を給付します

問合先　給付金コールセンター☎049・298・5277
　
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
調
整

給
付
に
お
い
て
、
※
当
初
調
整
給

付
の
支
給
額
に
不
足
が
生
じ
る
場

合
に
、
追
加
で
給
付
し
ま
す
。

※　
昨
年
夏
、
定
額
減
税
し
き
れ

な
い
と
見
込
ま
れ
た
額
を
基
礎
と

し
て
、
調
整
給
付
金（
当
初
調
整

給
付
）を
支
給
し
て
い
ま
す

不
足
額
給
付
①

対
象　
当
初
調
整
給
付
の
算
定
に

際
し
、
令
和
５
年
所
得
な
ど
を
基

に
し
た
推
計
額（
令
和
６
年
分
推

計
所
得
税
額
）を
用
い
て
算
定
し
、

令
和
６
年
分
所
得
税
お
よ
び
定
額

減
税
の
額
が
確
定
し
た
の
ち
に
、

本
来
給
付
す
べ
き
所
要
額
と
、
当

初
調
整
給
付
額
と
に
差
額
が
生
じ

た
方

受
給
方
法　
令
和
６
年
１
月
１
日

お
よ
び
令
和
７
年
１
月
１
日
時
点

で
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
対

象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
７
月
下

旬
ご
ろ
か
ら「
支
給
の
お
知
ら
せ
」

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
支
給
通
知

書
に
記
載
の
振
込
口
座
に
変
更
が

な
け
れ
ば
、手
続
き
は
不
要
で
す
。

た
だ
し
、
確
認
書
が
届
い
た
方
は

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
中
に
本
市
に

転
入
し
、
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に

は
、
８
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
確
認
書

を
送
付
し
ま
す
。
同
封
の
記
入
例

を
参
考
に
、
支
給
額
な
ど
を
確
認

の
上
、
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額　
本
来
給
付
す
べ
き
所
要

額
と
当
初
調
整
給
付
額
と
の
差
額

不
足
額
給
付
②

対
象　
青
色
事
業
専
従
者
、
事
業

専
従
者（
白
色
）ま
た
は
合
計
所
得

金
額
が
48
万
円
を
超
え
る
方
の
う

ち
、
本
人
お
よ
び
扶
養
親
族
な
ど

と
し
て
定
額
減
税
対
象
外
で
あ

り
、
か
つ
低
所
得
世
帯
向
け
給
付

の
対
象
世
帯
の
世
帯
主
・
世
帯
員

に
も
該
当
し
な
か
っ
た
方

受
給
方
法　
対
象
と
思
わ
れ
る
方

に
、
８
月
上
旬
ご
ろ
か
ら
「
確
認

書
」
を
送
付
し
ま
す
。
同
封
の
記

入
例
を
参
考
に
、
支
給
額
な
ど
を

確
認
の
上
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額　
１
人
当
た
り
原
則
４
万

円（
令
和
６
年
１
月
１
日
時
点
で

国
外
居
住
者
で
あ
っ
た
場
合
は
３ 

万
円
）

※　
所
得
税
・
個
人
住
民
税
合
わ

せ
て
す
で
に
定
額
減
税
し
き
れ
て

い
る
方
、
ま
た
は
合
計
所
得
金
額

が
１
８
０
５
万
円
を
超
え
る
方

は
、
調
整
給
付
の
対
象
外
で
す

申
請
期
間　
10
月
31
日
㈮
ま
で

提
出
先　

給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

Jアラート全国一斉訓練を行います

問合先　危機管理課防災危機管理担当
　
市
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
設
置
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
緊
急
地
震
速
報
や
武
力

攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
人
工

衛
星
な
ど
を
通
じ
て
受
信
し
、
市

の
防
災
行
政
無
線
で
瞬
時
に
お
伝

え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
今
回
、

国
の
主
導
に
よ
り
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
使
用
し
た
全
国
一
斉
の
情
報

伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

放
送
日
時　
８
月
20
日
㈬
11
時
ご

ろ

放
送
内
容　
「（
チ
ャ
イ
ム
音
）こ

れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
。（
繰
り
返
し
３
回
）こ
ち
ら

は
、
ぼ
う
さ
い
つ
る
が
し
ま
で

す
。（
チ
ャ
イ
ム
音
）」

※　
放
送
を
聞
い
た
ら
、
自
分
の

身
を
守
る
行
動
を
と
っ
て
み
ま

し
ょ
う

※　
災
害
時
な
ど
は
訓
練
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
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・
リ
ー
ド
で
つ
な
ぎ
、
い
つ
で
も
行
動

を
制
止
で
き
る
状
態
に
す
る

※　

公
園
で
リ
ー
ド
を
外
し
た
犬
が

人
を
襲
う
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

犬
が
怖
い
方
・
苦
手
な
方
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
適
切
な
し
つ
け

と
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

・
鳴
き
声
、
悪
臭
な
ど
で
近
隣
の
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る

・
散
歩
前
に
自
宅
で
排
泄
を
済
ま
せ
、

散
歩
中
の
ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰
り
、
お

し
っ
こ
は
水
で
き
れ
い
に
洗
い
流
す

犬
の
登
録

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
所
有
者
は
、

飼
い
犬
を
市
に
登
録
し
、
交
付
さ
れ
た

鑑
札
を
装
着
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
住
所
変
更
・
飼
い
主

変
更
・
犬
が
死
亡
し
た
場
合
も
届
出
が

必
要
で
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
所
有
者
は
、

毎
年
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
、
交

付
さ
れ
た
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を

装
着
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
期
間
内
に
余
裕
を
も
っ

て
、
各
動
物
病
院
で
予
防
注
射
の
接
種

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
を
飼
う
心
が
ま
え

　
ペ
ッ
ト
に
対
す
る
責
任
と
社
会
に
対
す
る
責
任
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま

し
ょ
う
。
飼
い
主
と
ペ
ッ
ト
が
幸
せ
に
暮
ら
し
、
近
隣
の
人
に
も
理
解
し
て

も
ら
え
る
飼
い
方
が
理
想
で
す
。
ま
た
、
途
中
で
飼
う
こ
と
を
あ
き
ら
め
、

ペ
ッ
ト
を
捨
て
る
こ
と
な
く
、
命
を
全
う
す
る
ま
で
世
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

ペットは責任をもって飼いましょう

問合先　生活環境課環境推進担当

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
ま
た
は
Ｐ

ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
で
の
決
済
の
み
。
別

途
郵
送
料
１
１
０
円
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

○
犬
の
新
規
登
録

手
数
料　
３
０
０
０
円 　

鑑
札
は
後
日
郵
送

に
て
送
付

○
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

手
数
料　
５
５
０
円 

狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
は
、
後
日
郵

送
に
て
送
付

・
で
き
る
だ
け
室
内
で
飼
う

・
ト
イ
レ
を
家
の
中
に
用
意
し
て
自

宅
で
排
泄
さ
せ
る

・
飼
い
主
を
特
定
す
る
た
め
、
首
輪

や
名
札
な
ど
を
つ
け
る

自
宅
か
ら
犬
の
新
規
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
票
の
交
付
申
請

が
で
き
ま
す

　
猫
は
、
生
後
６
～
９
か
月
で
妊

娠
・
繁
殖
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

年
に
３
回
以
上
の
出
産
が
可
能
で
、

一
度
に
５
匹
程
度
産
ま
れ
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
産
ま
れ
て
く

る
命
す
べ
て
に
責
任
を
持
ち
、
き

ち
ん
と
世
話
を
す
る
こ
と
は
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無
制
限
に
繁

殖
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
避
妊
や

去
勢
手
術
を
で
き
る
だ
け
受
け
さ

せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

不
妊
手
術
の
す
す
め

　犬についての相談
　飼い犬が人をかんでしまったなどの問題が発生した場合は、
直ちに保健所へ連絡してください。また、保健所では犬の飼
い方（鳴き声、放し飼い）などで困っている場合、必要に応じ
て飼い主への指導を行っています。
問合先　坂戸保健所☎049・283・7815

　猫についての相談
　県動物指導センターでは、猫の正しい飼い方
についての相談と指導を行っています。また、
ホームページには猫の飼い方などについて詳し
く掲載されています。
問合先　県動物指導センター☎048・536・2465

　犬・猫の飼い方についての啓発看板
　犬・猫の適切な飼い方についての啓発看板を
配布しています。看板をご希望の方は、生活環
境課までお越しください。

飼
い
犬

飼
い
猫

申込はこちら 申込はこちら

県HPはこちら

看板見本は
こちら
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自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

の
主
体
的
な
能
力
開
発
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
に
、
必
要
と

認
め
ら
れ
た
教
育
訓
練
講
座
を
受

講
し
た
場
合
、
受
講
終
了
後
に
受

講
料
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

※　
必
ず
事
前
に
相
談
が
必
要
で

す対
象
者

　
市
内
在
住
で
、
次
の
①
か
ら
③

ま
で
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方

①
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
方

②
過
去
に
自
立
支
援
教
育
訓
練
給

付
金
を
受
給
し
て
い
な
い
方

③
受
講
さ
れ
る
講
座
が
仕
事
に
必

要
な
方

対
象
講
座

　
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給

付
の
指
定
教
育
訓
練
講
座

※　
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
厚
生
労
働
大
臣
指
定
教
育
訓
練

講
座
一
覧
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い

対
象
資
格

　
看
護
師（
准
看
護
師
）、 

介
護
福

祉
士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
な
ど
の
国
家
資
格
、

シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
認
定
資
格
、

Ｌ
Ｐ
Ｉ
認
定
資
格
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
分
野
な
ど
の
民
間
資
格

支
給
金
額

①
訓
練
促
進
給
付
金（
修
業
期
間

中（
上
限
48
か
月
）に
給
付
）

→
毎
月
７
万
５
０
０
円（
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
場
合
は
毎
月
10
万

支
給
金
額

　
経
費
の
60
％
相
当
額
を
支
給
し

ま
す
。

※　
支
給
額
が
１
万
２
０
０
０
円

を
超
え
る
講
座
を
対
象
と
し
、
支

給
上
限
額
は
20
万
円
で
す

※　
専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
金

の
指
定
教
育
講
座
を
受
講
す
る
方

は
「
40
万
円
×
修
業
年
数
」
が
上

限
で
す

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

が
看
護
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど
の

資
格
取
得
の
た
め
、
６
か
月
以
上

養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

※　
必
ず
事
前
に
相
談
が
必
要
で

す対
象
者

　
市
内
在
住
で
、
次
の
①
か
ら
④

ま
で
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方

①
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
か
、
ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準

の
方

②
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
方

③
就
業
ま
た
は
育
児
と
、
修
業
と

の
両
立
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方

④
過
去
に
高
等
職
業
訓
練
促
進
給

付
金
を
受
給
し
て
い
な
い
方

円
）、
最
終
学
年
在
籍
時
は
、
毎

月
11
万
５
０
０
円（
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
場
合
は
毎
月
14
万
円
）

②
修
了
支
援
金

→
養
成
機
関
を
終
了
し
た
際
に
、

２
万
５
０
０
０
円（
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
場
合
は
５
万
円
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
を
対
象

に
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
制
度
や
、
児
童
扶
養
手
当
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
対
象
児
童
の
属
す
る
、
ひ

と
り
親
家
庭
ま
た
は
準
ず
る
家
族

（
所
得
制
限
あ
り
）

期
間　
対
象
児
童
が
18
歳（
一
定

の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
）に

達
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
３
月

31
日
ま
で

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
保
険
診

療
の
一
部
負
担
金
を
助
成
し
ま
す

（
医
療
保
険
加
入
者
が
対
象
）。

児
童
扶
養
手
当

　
こ
ど
も
の
人
数
や
所
得
な
ど
に

応
じ
た
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い

　
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方（
手
当
支
給
停
止
中
の

方
を
含
む
）は
、
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。

　
現
況
届
は
、
年
１
回
、
手
当
の

支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
か
を

確
認
す
る
も
の
で
す
。

　
提
出
が
な
い
場
合
は
、
11
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

　
手
続
き
が
必
要
な
方
に
は
案
内

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
記
載
さ
れ

て
い
る
必
要
書
類
を
持
参
の
上
、

８
月
中
に
こ
ど
も
支
援
課
窓
口
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

ひとり親家庭への医療費助成・手当

問合先　こども支援課子育て支援担当

ひとり親自立支援給付金案内

問合先　こども支援課子育て支援担当

高等職業訓練促進
給付金の詳細は

こちら

自立支援教育訓練
給付金の詳細は

こちら

厚労省HPは
こちら
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※1　指定引き取り場所（本市から最寄り）（50音順）

業　者　名 住　所 電話番号
東上通運（株）川越リサイクルセンター 川越市松郷886-9 ☎049・272・7750
日本通運（株）川越事業所 川越市南大塚6-37-3 ☎049・249・0201

※2　特定家庭用機器取扱業者（50音順）

業　者　名 住　所 電話番号
加藤商事（株） 川越市上寺山4-1 ☎049・222・5957
クリーンシステム（株） 鶴ヶ島市高倉1217-5 ☎049・287・2203
（株）クリーンネス藤原 日高市田波目581-3 ☎042・978・9151
（有）興伸 川越市安比奈新田263-3 ☎049・232・0694
（株）坂戸公衛社 坂戸市中富町1-12 ☎049・281・0435
笹沼商事（株） 坂戸市花影町7-7 ☎049・281・4420
（株）シマザキ 川越市鹿飼333-3 ☎049・222・4474
（有）城西紙業 毛呂山町下川原886-1 ☎049・295・2046
（有）正和清掃社 坂戸市八幡1-3-42 ☎049・281・1678
太盛運輸（有） 川越市岸町3-19-5 ☎049・242・1168
毛呂山清掃（株） 毛呂山町大類522-1 ☎049・294・0459
（有）安川商事 毛呂山町前久保378 ☎049・294・4411
山本商店 毛呂山町中央3-37-23 ☎049・295・0435

テレビなどの処分方法について

問合先　生活環境課環境推進担当

特
定
家
庭
用
機
器
の
処
分
方
法

　

特
定
家
庭
用
機
器（
テ
レ
ビ
、

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
）に
つ
い

て
は
、
ご
み
集
積
所
に
は
出
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
①

～
③
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。

①
買
っ
た
お
店
ま
た
は
、
買
い
替

え
る
お
店
へ
相
談
し
、
処
分
す
る

②
自
分
で
指
定
引
き
取
り
場
所
へ

持
ち
込
む

・
郵
便
局
で｢

家
電
リ
サ
イ
ク
ル

券｣

を
購
入
す
る（
廃
棄
物
１
台

に
付
き
、
券
１
枚
）

・
指
定
引
き
取
り
場
所（
※
１
）に

連
絡
し
、
搬
入
受
付
日
時
を
確
認

し
搬
入
す
る

③
業
者
に
引
き
取
り
に
来
て
も
ら

う（
別
途
料
金
を
支
払
う
）

・
②
と
同
様
に
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

券
を
購
入
す
る

・
特
定
家
庭
用
機
器
取
扱
業
者

（
※
２
）へ
依
頼
す
る

リ
サ
イ
ク
ル
料
金

　

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
メ
ー

カ
ー
や
機
種
に
よ
っ
て
異
な
り
、

（
一
財
）家
電
製
品
協
会
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
券
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２ 

０・３
１
９
６
４
０
、ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。
ま

た
、
郵
便
局
に
あ
る
備
え
付
け
の

冊
子「
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
一
覧
表
」

で
も
確
認
で
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
処
分
方
法

　
パ
ソ
コ
ン
は
、
集
積
所
や
川
角

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
処
分
で

き
ま
せ
ん
。
宅
配
便
に
よ
る
回
収

を
利
用
す
る
か
、
メ
ー
カ
ー
に
回

収
を
依
頼
す
る
な
ど
、
次
の
①
ま

た
は
②
の
方
法
で
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

①
宅
配
便
に
よ
る
回
収

　
市
は
、
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
の
認
定
事
業
者
で
あ
る
リ
ネ
ッ

ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱
と
５
月
に
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ

パ
ン
㈱
で
は
宅
配
便
に
よ
る
使
用

済
み
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
。

②
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
回

収
　
各
メ
ー
カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
メ
ー
カ
ー
が
不
明
の

場
合
や
倒
産
・
撤
退
し
た
場
合

は
、
パ
ソ
コ
ン
３
Ｒ
推
進
協
会
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

詳細はこちら 詳細はこちら

12



市 政 情 報

　
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
用
し
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
上
で
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
窓
口
に
行

く
の
は
、
原
則
と
し
て
パ
ス
ポ
ー

ト
を
受
け
取
る
と
き
の
１
回
だ
け

で
す
。

　
ま
た
、
３
月
か
ら
、
戸
籍
の
提

出
が
必
要
な
場
合
、
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
添
付
し
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
戸
籍

の
内
容
に
異
動
が
あ
る
場
合
を
除

く
）。

用
意
す
る
も
の

・
有
効
な
署
名
用
電
子
証
明
書
お

よ
び
利
用
者
用
電
子
証
明
書
が
搭

載
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド（
全
員
）

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
対
応

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

・
現
在
有
効
な
パ
ス
ポ
ー
ト（
お

持
ち
の
方
）

可
能
な
手
続
き

・
新
規
申
請（
初
め
て
の
取
得
な

ど
）

・
切
替
申
請（
有
効
期
間
１
年
未

満
で
記
載
事
項
に
変
更
が
な
い
場

合
）

・
査
証
欄
余
白
な
し（
見
開
き
３

ペ
ー
ジ
以
下
、
記
載
事
項
に
変
更

が
な
い
場
合
）

交通事故被害者のご家族への援護金について

問合先　生活環境課交通安全・防犯担当

給
付
対
象
者

　
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
、
交

通
遺
児
な
ど（
※
）と
な
っ
た
県
内

在
住
の
18
歳
以
下
の
方

※　

18
歳
以
下
で
、
保
護
者（
一

方
ま
た
は
双
方
）が
交
通
事
故（
陸

海
空
す
べ
て
の
交
通
事
故
が
対

象
）に
よ
り
、
死
亡
ま
た
は
重
い

障
害
を
負
っ
た
方

給
付
額

　

こ
ど
も
１
人
に
つ
き
10
万
円

（
１
回
の
み
）

給
付
時
期

　
11
月
ま
た
は
令
和
８
年
５
月

申
請
方
法

　
市
役
所
や
学
校
な
ど
で
配
布
す

る
申
請
書
に
記
入
の
上
、
期
限
ま

で
に
み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和
支
店

（
〒
３
３
０

−

０
０
６
３
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
高
砂
２

−
12

−

10 

☎
０
４
８・
８
２
２・
０
１
９
１
）

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
請
期
限

　
11
月
給
付
分
は
８
月
29
日
㈮
ま

で
、
令
和
８
年
５
月
給
付
分
は
令

和
８
年
２
月
27
日
㈮
ま
で

問
合
先

　
埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会

☎
０
４
８・８
２
５・２
０
１
１

　
埼
玉
県
防
犯
・
交
通
安
全
課

☎
０
４
８・８
３
０・２
９
５
５

特別児童扶養手当の所得状況
届について
問合先　障害者福祉課障害者福祉担当

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方
は
、
８
月
中
に
所
得
状

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
こ
の

届
は
、
引
き
続
き
手
当
の
支
給
要

件
に
該
当
し
て
い
る
か
を
確
認
す

る
も
の
で
す
。

　
提
出
が
な
い
場
合
は
、
８
月
分

以
降
の
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん

の
で
、必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
支
給
停
止
中
の
方
も
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
が
必
要
な
方
に
は
案
内

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
記
載
さ
れ

て
い
る
必
要
書
類
を
持
参
の
上
、

障
害
者
福
祉
課
の
窓
口
に
お
越
し

い
た
だ
く
か
、
郵
送
で
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限　
８
月
29
日
㈮
必
着

パスポートのオンライン申請について

問合先　若葉駅前出張所パスポートコーナー☎049・272・5622

・
記
載
事
項
変
更（
氏
名
、
本
籍

地
都
道
府
県
名
な
ど
が
変
更
の
場

合
）

・
紛
失
、
焼
失
、
盗
難

・
居
所
申
請（
本
市
に
居
住
し
て

い
て
通
勤
・
通
学
を
理
由
と
す
る

場
合
）

※　

受
け
取
り
の
際
に
、
パ
ス

ポ
ー
ト
発
給
手
数
料
を
お
支
払
い

い
た
だ
き
ま
す

※　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
場
合
、

紙
申
請
の
場
合
よ
り
も
手
数
料
が

安
く
な
り
ま
す

※　
15
歳
未
満
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
は
、
親
権
者
の
代
理
提
出
の
み

可
能
で
す

　
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
パ
ス

ポ
ー
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

県HPはこちら
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三宅島の豊かな自然に触れてみませんか～三宅島こども自然環境体験プログラム～

問合先　生活環境課環境保全担当

参
加
児
童
を
募
集
し
ま
す

　
雄
山
を
中
心
に
３
６
０
度
海
に

囲
ま
れ
、
壮
大
で
豊
か
な
自
然
が

あ
ふ
れ
て
い
る
三
宅
島
。
自
然
の

豊
か
さ
や
厳
し
さ
を
肌
で
感
じ
な

が
ら
、
環
境
の
こ
と
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

行
程（
予
定
）　
下
表
の
と
お
り

対
象
者

　
市
内
在
住
の
小
学
５
年
生
ま
た

は
６
年
生

定
員

　
６
人（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費
用

　

無
料（
お
土
産
代
や
追
加
の
飲

食
代
、
緊
急
対
応
時
に
必
要
な
経

費
な
ど
の
実
費
は
参
加
者
負
担
）

参
加
条
件

・
児
童
の
み
で
参
加
で
き
る
こ
と

・
参
加
後
に
体
験
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
、
提
出
す
る
こ
と　
な
ど

※　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

保
険
、
緊
急
時
対
応
な
ど

　
悪
天
候
や
火
山
活
動
の
影
響
な

ど
に
よ
り
、
船
の
出
港
や
島
内
活

動
が
で
き
な
い
と
認
め
る
場
合

（
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
を
含
む
）

は
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

応
募
方
法

　
８
月
31
日
㈰
ま
で
に
専
用
フ
ォ 

ー
ム
か
ら（
結
果
は
９
月
５
日
㈮

ま
で
に
メ
ー
ル
で
通
知
）

希
望
者
向
け
説
明
会

日
時　
８
月
９
日
㈯
10
時
～

場
所　
市
役
所
１
階
会
議
室

※　
筆
記
具
を
持
参
の
上
、
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

参
加
者
向
け
説
明
会

　
参
加
児
童
決
定
後
の
顔
合
わ
せ

を
兼
ね
た
説
明
会
で
す
。
参
加
が

決
ま
っ
た
場
合
は
、
必
ず
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
４
日
㈯
13
時
～

場
所　
市
役
所
１
階
会
議
室

※　
詳
細
は
、
参
加
児
童
決
定
後

に
個
別
で
通
知
し
ま
す

　

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合
は
、

鶴
ヶ
島
市
、
毛
呂
山
町
、
鳩
山
町

お
よ
び
越
生
町
の
廃
棄
物
行
政
を

担
っ
て
い
る
地
方
公
共
団
体
で

す
。
焼
却
施
設
お
よ
び
リ
サ
イ
ク

ル
施
設
の
運
営
管
理
、
廃
棄
物
処

理
と
資
源
循
環
に
関
す
る
企
画
・

立
案
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

募
集
職
種　
事
務
職

採
用
予
定
人
数　
若
干
名

応
募
資
格

１　

既
卒
者
対
象（
職
務
経
験
不

問
）

　
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
令
和
７
年
３
月
31

日
ま
で
に
大
学
、
短
期
大
学
ま
た

は
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方

２　
新
規
学
卒
者
対
象

　
大
学
、
短
期
大
学
ま
た
は
高
等

学
校
を
令
和
７
年
４
月
１
日
以
降

に
卒
業
ま
た
は
令
和
８
年
３
月
31

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方
で
、

平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方

申
込
期
間

　
８
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

※　
郵
送（
８
月
29
日
㈮
必
着
）ま

た
は
持
参（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

第
１
次
試
験
日　
10
月
５
日
㈰

※　

詳
し
く
は
、
埼
玉
西
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
川
角
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
配
布
す
る
募

集
案
内
ま
た
は
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

埼玉西部環境保全組合職員募集

問合先　埼玉西部環境保全組合庶務室☎049・298・1600

行程（予定）

10月24日（金）18時ごろ 市役所集合
↓貸切バスで移動

22時30分 竹芝客船ターミナ
ルを出発（船内1泊）

10月25日（土）5時 三宅島到着

10月26日（日） （民宿で1泊）

13時45分 三宅島出発
19時50分 竹芝客船ターミナ

ルに到着
↓貸切バスで移動

22時ごろ 市役所到着・解散

三宅島緑化プロジェクト
（植林地整備、ビーチ清掃）

ジオスポットめぐり
（火山体験遊歩道、メガネ岩など）

島内

日目
1

島内

日目
2

組合HPはこちら 市HPはこちら申込はこちら
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鶴ヶ島市役所
〒350-2292
鶴ヶ島市大字三ツ木16-1
☎049・271・1111／FAX049・271・1190
【開庁時間】
平　日　8時30分～17時15分
土曜日　8時30分～12時（一部窓口の
み開庁。詳細は市ホームページをご
覧ください）
�

7月1日現在

人　口　6万9708人� （前月比－39）
　　　　　　 うち外国人2262人
世帯数　3万4126世帯�（－ 2）
　男　　3万4392人� （－28）
　女　　3万5316人� （－11）
※　大字別男女別人口・世帯数は市
ホームページでご覧いただけます

�

今月の納期

◆市・県民税第2期
◆国民健康保険税第2期
◆介護保険料第2期
◆後期高齢者医療保険料第2期

詳細はこちら

詳細はこちら

鶴ヶ島市長選挙 
立候補予定者説明会

立候補予定者および候補者を推薦
する方は、出席してください。な
お、出席者は会場の都合により、
1候補者3人以内でお願いします。
日　8月30日（土）10時～
場　市役所1階102会議室
問　選挙管理委員会

つるワゴンの降車フリーサービ
スを安全に利用できるように！

つるワゴンは、ルート上であれば、
停留所以外の場所で降りられる降
車フリーサービスがあります。
降車フリーサービスを利用する場
合は、乗車の際、あらかじめ運転
手に降りたい場所を伝えてくださ
い。また、降りたい場所が近づき
ましたら、再度、運転手へ伝えて
いただくと安全で円滑な運行につ
ながります。ただし、交差点など、
道路交通法上停車できない場所や、
交通量が多いなど、危険な場所で
は降車できません。
利用者の皆さんが安全に利用でき
るようにご理解とご協力をお願い
します。
問　都市計画課交通政策担当

「つる♡ほっとベンチ」が 
完成しました！

「壮年塾Ｇのつどい」の皆さんに製
作いただき、つるがしま中央交流
センターくれよんに「つる♡ほっ
とベンチ」が設置されました。外出
時の休憩場所や、交流の場として
活用してください。市では、歩行環
境の充実や地域でのつながりづく
りを目的とし、ベンチを置きたい
方と提供できる方のマッチングを
行っています。
問　健康長寿課地域包括ケア推進
担当
�

8月の市役所朝市は 
中止します

8月の市役所朝市は、猛暑による
野菜収穫不良のため中止します。
次回は9月8日（月）に開催予定で
す。
問　産業振興課農政担当

詳細はこちら

Information　鶴ヶ島市役所　☎049・271・1111
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夏休みこどもお琴体験教室

対　市内在住の小学生（3年生以
上）・中学生
日　8月16日（土）・23日（土）10時
～11時30分
場　西市民センター
講　鶴ヶ島市子供邦楽育成会
内　「となりのトトロ」「キラキラ
星」などを弾きます。
定　10人（申込順）
※　2日間参加できる方優先
料　無料
他　保護者の見学可
申�問　8月1日（金）から同センター
へ直接または☎049・286・7899

手話奉仕員養成講習会（入門）

対　市内在住在勤で16歳以上の初
心者
日　9月2日から令和8年3月10日ま
での毎週火曜日19時～21時（全25
回）
場　市役所会議室
内　初心者の方を対象にした講習
会
定　20人（応募多数の場合抽選）
料　4290円（テキスト2冊分）、1760
円（1年間動画視聴システム料　※　
こちらは任意）
持　筆記具
申�問　8月1日（金）から13日（水）ま
でに社会福祉協議会へ直接、☎049・
271・6278、氏名・住所・電話番号を
記載の上 shuwa@tsurusha.or.�
jp、または専用フォームから
�

申込はこちら

ヘチマ料理教室

対　市内在住の方
※　小学3年生以下は保護者同伴
日　8月27日（水）10時～13時
場　西市民センター
講　高

たかやま
山厚

あ つ こ
子さん（沖縄料理研究

家）
内　ヘチマのサラダ、ヘチマの甘
みそ炒め、ヘチマの天ぷらなど
定　30人（申込順）
料　1000円（材料代）
持　エプロン、タオル、三角きん
申�問　生活環境課環境保全担当
へ電話または市ホーム
ページから
�

秋作栽培講習会

対　全日程参加できる方
日　8月23日、9月13日・27日、10
月4日・18日・25日、以後12月下旬
まで必要に応じての各土曜日9時
～12時
場　農業交流センター
内　秋野菜（大根・人参・白菜・ブ
ロッコリー）の種まきから収穫ま
での過程を学びます。
定　8人（申込順）
※　未受講者優先
料　1500円（種苗代など）
持　長靴、軍手
他　作業できる服装。天候や野菜
の生育状況により日程が変更にな
る場合があります。
申�問　8月6日（水）から同センター
へ直接または☎049・279・3335

申込はこちら

第3回eコラボサイエンス教室2025

対　市内在住の小中学生
※　小学校低学年は保護者同伴
日　9月13日（土）10時～11時30分
場　eコラボつるがしま
講　長

ながしま
島安

やすかず
一さん、柏

かしわぎ
木美

み ゆ き
之さん

（eコラボサイエンス教室ボランティア）
内　色の不思議②草木染をしてみよ
う（物理・化学）　定　20人（申込順）
申　8月31日（日）から9月6日（土）
までに専用フォームから
問　生活環境課環境保
全担当、鶴ヶ島第二小
学校区地域支え合い協
議会☎049・298・7974
�
全国一斉「こどもの人権相談」強化週間

さいたま地方法務局と埼玉県人権
擁護委員連合会は、こどもをめぐ
るさまざまな人権問題に取り組む
ため、全国一斉「こどもの人権相
談」強化週間として、通常の受付
時間を延長するなどし、一人でも
多くのこどもたちから専用相談電
話による相談を受け付けます。
期　8月27日（水）～9月2日（火）8時
30分～19時　※　8月30日（土）・31
日（日）は、10時から17時まで
相談担当者　法務局職員、埼玉県
人権擁護委員連合会こども人権委
員会委員　※　秘密は厳守します
相談電話番号
☎0120・007・110（全国共通・無料）
※　IP電話からは接続できません
問　さいたま地方法務局人権擁護
課☎048・851・1000

申込はこちら

ヘチマの
甘みそ炒め

五校
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下水道排水設備工事責任技
術者共通試験

日　11月30日（日）
場　聖学院大学（上尾市戸崎1-1）
他　郵送先などの詳細は、坂戸、
鶴ヶ島下水道組合業務課で8月21
日（木）から配布する受験案内また
は同組合ホームページをご覧くだ
さい。
申　8月21日（木）から9月30日（火）
までに郵送（消印有効）
問　同組合業務課☎049・288・3361
�

事業を始めたい方にオススメ！
創業塾を開催

対　創業・起業に関心のある方、
創業を予定している方、創業して
間もない方
日　8月31日、9月7日・14日、10
月5日の各日曜日10時～12時（全4
回）
場　鶴ヶ島市商工会館
講　森

もり
尚
な お こ
子さん（中小企業診断士）

内　ビジネスプランの立て方と
マーケティングの基本について
料　無料
他　全カリキュラムに参加された
方は、「特定創業支援等事業を受け
たことの証明」の発行が可能とな
ります。
※　証明を受けることにより、各
種優遇措置が受けられます
申�問　8月22日（金）までに氏名・
住所・年齢・電話番号を鶴ヶ島市
商工会へ☎049・287・1255または
FAX049・287・7799

郵送先などの
詳細はこちら

夏休みこども講座 
「食品リサイクル」

対　小学生とその親
日　8月24日（日）10時～11時
場　農業交流センター
内　廃棄された野菜が有機資源に
生まれ変わるまでを学習します。
定　親子10組（申込順）
※　保護者1人同伴
料　1組100円　持　筆記具
申�問　8月5日（火）から同センター
へ直接または☎049・279・3335

おいしく簡単！ 
パッククッキング教室

対　市内在住の方
日　8月22日（金）10時～13時
場　農業交流センター
講　市食生活改善推進員
内　耐熱ポリ袋を使って、災害時
でも温かく栄養バランスの取れた
料理（ふわふわ親子丼・ひじきの
白和え・ピーマンとにんじんのツ
ナ和え・きなこ菓子）
定　20人（申込順）
※　小学生以下保護者同伴
料　500円
持　筆記具、エプロン、ふきん2枚、
三角きん
他　備蓄食品のお土産付き
申�問　8月1日（金）から15日（金）ま
でに健康長寿課健康増進担当へ電
話または専用フォームから
�

申込はこちら

椅子に座って行うヨガ

対　市内在住在勤の成人
日　9月21日（日）、10月5日（日）
10時～11時30分
場　海洋センター
講　小

お が わ
川良

よ し こ
子さん（フィットネス

インストラクター）
定　各回30人（申込順）
料　無料
持　飲み物、タオル
他　動きやすい服装、あれば5本
指ソックス
申　8月6日（水）から29日（金）まで
に同センターへ直接または平日の
み☎049・271・5199
問　NPO法人鶴ヶ島市スポーツ
協会事務局☎049・277・5199

第2回市民体育祭 
モルック大会

対　市内在住在勤在学の方（運動制
限などを受けていない方）でルール
を理解し、マナーを守れる方
日　9月21日（日）9時～
場　運動公園
定　18チーム（申込順）
※　1チーム4人
料　1000円（申込時に徴収）
持　飲み物
他　運動のできる服装
申�問　8月1日（金）から29日（金）ま
でに生涯学習スポーツ課市民ス
ポーツ担当へ直接

ふわふわ
親子丼

Information　鶴ヶ島市役所　☎049・271・1111
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埼玉県女性キャリアセンター 
在宅ワーク実務スキルセミナー 
初めてでも大丈夫！ 

「確定申告実践セミナー」

対　在宅ワークを始めたい女性、
在宅ワークをしている女性
※　参加条件は埼玉県在宅ワーク
就業支援事業事務局ホームページ
を確認してください
日　11月26日（水）10時～12時
場　Web開催（Zoom）
講　同事務局
内　申告書や決算書の作成方法を
演習形式で学ぶ実践講座です。講
座内で確定申告の疑問や質問にも
お答えします。
定　50人（申込順）　料　無料
申　同事務局ホームページから
問　同事務局☎0120・954・510
�

事務局HPはこちら

埼玉県女性キャリアセンター
就職支援セミナー

対　就職を希望する女性
日　1回目：8月20日（水）10時～12
時、2回目：9月2日（火）10時～12時
場　Web開催（Zoom）
講　埼玉県女性キャリアセンター
内　1回目：AIを活用して就職活
動を効率的にする方法（企業・業
界・仕事研究編）、2回目：わたし
にもできるかも!?ゼロから始め
るデジタル系仕事図鑑
定　1回目：130人（申込順）、2回
目：130人（申込順）
※　1回だけの申し込み可
料　無料
申　同センターホームページから
問　同センター☎048・601・5810
 

申込はこちら

自衛官等採用試験の案内

募集種目 受付期間 試験日 応募資格

第2回
一般曹候補生 9月2日（火）まで

Web試験
1次試験：9月15日（祝）
～9月17日（水）

18歳以上33歳未満
（令和8年4月1日現在）

自衛官候補生 年間を通じて試験を行っていますので、詳細は問い合わせて
ください。

※　各種資料の請求は、自衛隊埼玉地方協力本部ホームページ、入間地域事
務所、または川越募集案内所へ連絡してください
問　防衛省自衛隊埼玉地方協力本部入間地域事務所☎04・2923・4691、川越
募集案内所☎049・224・0947
�

自衛隊埼玉地方協力本部HPはこちら

ハローワーク川越障害者 
就職面接会

対　就職を希望する障害のある方
※　事前にハローワークへの登録
が必要
日　9月26日（金）13時～16時
場　ウェスタ川越（川越市新宿町
1-17-17）
内　企業（人事担当者）との面接
※　手話通訳・要約筆記有
料　無料
申�問　8月25日（月）から9月12日（金）
までにお近くのハローワークへ直
接またはハローワークに登録のあ
る方は9月5日（金）からハローワー
ク川越へ☎049・242・0197（部門
コード46#）

わかば大学塾

受講を希望する方は、下記施設で
「わかば大学塾講座案内」を入手
できます。また、下記二次元コー
ドからも講座案内と講座PR冊子
を見ることができます。
※　パンフレットの戸別配布は行
いません
配布期間
8月6日（水）～9月5日（金）
配布場所
市役所（1階ロビー、生涯学習ス
ポーツ課）、各市民センター、女
性センター、農業交流センター、
若葉駅前出張所、中央図書館
問　わかば大学塾事務局☎049・
298・7484

講座案内は
こちら

講座PR冊子は
こちら

五校
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点字講習会（入門）

対　点字に興味、関心のある方
日　9月13日・20日・27日・10月4
日の各土曜日13時30分～16時30
分（全4回）
場　市役所6階会議室
内　点字図書の基礎知識、点訳の
方法と実技、点字絵本づくり
定　10人（申込順）
料　無料
持　筆記具、はさみ、飲み物
申 問　9月5日（金）までに社会福
祉協議会へ☎049・271・1414また
は専用フォームから
 

シラコバト基金（シラコバト
長寿社会福祉基金）への寄附
のお願い

シラコバト基金は、誰もが安心し
て暮らせる地域社会を実現するた
め、県が設置している基金です。
シラコバト基金は皆さんからの温
かな寄附に支えられています。県
は、お寄せいただいた寄附金を、
NPO法人などが行う地域福祉活
動への支援、ボランティア活動へ
の支援、障害のある人の生活をサ
ポートする事業への支援に活用し
ています。
シラコバト基金への寄附にご協力
をお願いします。
シラコバト基金の詳細は県ホーム
ページからご確認ください。
問　県福祉政策課☎048・830・3223
 

申込はこちら

県HPはこちら

内職相談の事業所登録を 
しませんか

内職者を探している事業者より求
人申込を受け付け、希望条件に
合った内職希望者を紹介します。
あっせんまでの手続き
①事業所登録：事業所カードに必
要事項を記載の上、内職相談室に
提出
②求人：事業所登録が完了した後、
求人する場合にその都度連絡
③採用：内職希望者の中から、条
件に合う方を紹介
登録事業所の内職内容
・電機部品・シャープペンシルな
どの組み立て
・紙加工（封入・シール貼りなど）
・縫製（座椅子カバーなど）
※　内職の内容は上記に限りませ
ん
対　紹介を希望する事業者
日　毎週火・木曜日10時～12時、
13時～16時（年末年始・祭日を除
く）
場　市役所2階内職相談室
問　産業振興課商工労政担当

ひとり親家庭の相談会

母子・父子・寡婦福祉資金等相談会
日　8月14日（木）10時～16時
※　母子・父子自立支援員が相談
対応
就職・転職相談会
日　8月19日（火）10時～16時
※　就業支援専門員が相談対応
場　市役所1階102会議室
申 問　県西部福祉事務所地域福
祉担当へ☎049・283・6780

ぃ
ぅ
ぅ
ぅ
ぅ
ぅ
ぅ
ぅ
ぅ
ぁ

埼玉未来大学オンライン講座

対　満50歳以上の方（令和7年4月
1日現在）
内　人生100年時代を生きるシニ
アのための新規オンライン講座

（10月から）
申　（公財）いきいき埼玉未来大学
ホームページから
問　同大学☎048・728・2299
 

城西大学公開講座 
「地域を元気にする城西大学
の挑戦」

対　県内在住在勤在学の18歳以上
の方および高校生
日　9月3日・10日・17日・24日の各
水曜日13時45分～15時30分
場　城西大学坂戸キャンパス23
号館209教室（坂戸市けやき台1-1）
料　無料
定　各回150人（応募多数の場合抽
選）
申　8月7日（木）までに専用フォー
ムから。その他申込方法は同大学
ホームページを確認してください。
問　同大学地域連携センター
☎049・271・7713

申込はこちら

申込はこちら 大学HPはこちら

Information　鶴ヶ島市役所　☎049・271・1111
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埼玉県産品の苗木を提供

「彩の国みどりのサポーターズク
ラブ」に会員登録をした団体・企
業向けに苗木の提供を行っていま
す。植樹で身近な緑を増やしませ
んか。会員登録・苗木提供はいず
れも無料です。詳しくは県ホーム
ページを確認してください。
申 問　県みどり自然課へ☎048・
830・3147または a31
40-08@pref.saitama.
lg.jp
 
司法書士無料法律相談会

日　8月21日・28日、9月4日・11
日・18日・25日の各木曜日13時30
分～16時30分
場　ウェスタ川越（川越市新宿町
1-17-17）
内　相続、遺言、登記、債務整理、
成年後見、不動産の名義変更など
申　埼玉司法書士会総合相談セン
ター☎048・838・7472
問　同事務局☎048・863・7861

アニサキス食中毒に注意！

アニサキスは、魚介類（サバ、イワ
シ、サンマ、イカなど）に寄生する
約2～3㎝の寄生虫です。アニサキ
スが寄生した魚介類を生や加熱不
十分な状態で食べると、人の胃や
腸壁に侵入し食中毒（アニサキス
症）を起こし、激しい腹痛を発症し
ます。食酢処理、塩漬け、しょう
ゆやわさびをつけてもアニサキス
は死滅しません。アニサキス食中
毒が疑われる場合には、速やかに
医療機関を受診してください。
症状

［胃アニサキス症］食事から数～
10時間後に、激しい腹痛、悪心、
おう吐が起きる。［腸アニサキス
症］食事から10数時間後に、激し
い腹痛、腹膜炎症状が起きる。
予防
新鮮な魚を選び、速やかに内蔵を
取り除く。魚の内臓を生で食べな
い。目視で確認してアニサキスを
除去する。冷凍や加熱を行う。
問　坂戸保健所☎049・283・7815

県HPはこちら

荒川図画コンクール作品募集

対　小学生
期　9月12日（金）まで
内　荒川流域の川やダムの風景
他　入賞者には応募した絵をスタ
ンドにして贈呈
申　荒川上流河川事務所ホーム
ページから
問　荒川図画コンクール実行委員
会事務局（同事務所流
域治水課）☎049・246
・6360
 
真夏の公園（森林公園）

8月13日（水）から17日（日）に「早
朝開園」を実施します。入園・駐
車場は西口のみで7時30分開園（雨
天中止）です。こもれび花畑では
コリウスが見ごろです。葉の色合
いや模様を楽しむシソ科のカラー
リーフで、8月から10月末にかけ
て鮮やかな約1万3000株が一面に
広がります。また、西口の水遊び
場や渓流広場は9月28日（日）まで
開放中です。さらに、8月9日（土）・
10日（日）の2日間、西口ひろばに
て「森林公園夏まつり」を行いま
す。開催時間は15時から20時30分
です（両日とも雨天の場合、16日

（土）に延期）。
開園時間　9時30分～17時
場　国営武蔵丘陵森林公園（比企
郡滑川町山田1920）
料　大人（高校生以上）450円、シ
ルバー（65歳以上）210円、中学生
以下無料
他　駐車料金（普通車は1台につき
1日700円）
問　同公園管理センター☎0493・
57・2111

事務所HPはこちら

こども絵本セラピー

対　小学生
日　8月21日（木）13時30分～
場　大橋児童館
講　橋

はしぐち
口佳

か よ こ
代子さん（絵本セラピ

スト）
内　絵本で発見！ちがいっておも
しろい（5冊の絵本を読んでもら
い、感じたことを話す絵本対話プ
ログラム）
定　12人（申込順）　料　無料
持　飲み物
申 問　8月4日（月）から大橋児童
館へ直接または☎049・286・0007

大学の開放授業講座

対　県内在住の55歳以上の方
日　おおむね9月～令和8年3月
場　県内大学、都内1大学
内　経済学・社会福祉・語学など
料　各科目1万円程度
申　県ホームページの募集案内を
確認の上、各大学へ直接
問　県高齢者福祉課☎048・830・
3263
 

就職支援ミニセミナー

対　県内在住の求職者
日　9月12日（金）13時45分 ～15時
45分
場　市役所1階101会議室
内　就職活動の進め方、就職に役
立つ応募書類の作成
定　25人（申込順）
料　無料
申 問　8月12日（火）から鶴ヶ島ふ
るさとハローワークへ☎049・272・
4001

県HPはこちら
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2年に1度子宮頸がん検診を受けましょう
子宮頸がんって？
子宮頸がんは、子宮の入り口に発生するがんです。子宮頸がんは「異形成」とい
う前がん状態を経てがん化することが知られており、がん細胞に進行する前に、正常でない細胞の状態を細胞診という
検査で見つけることができます。
無症状のときから早めに発見が可能で、早期に発見すれば、比較的治療しやすく予後のよいがんです。
子宮頸がんの年代別発症数・死亡数
子宮頸がんは、30歳代後半から40歳代で発症する可能性が最も高いがんです。子宮頸がんの原因は、主に性交渉によ
るHPV(ヒトパピローマウイルス)感染です。HPVはごくありふれたウイルスで多くの女性が一生に一度は感染すると
言われます(感染しても必ずしもがんになるわけではありません)。
日本では年間約2900人、一日当たり約8人が子宮頸がんで亡くなっています。

【子宮頸がん検診】
対　20歳以上(平成18年4月1日までに生まれた方で前年度未受診の方)
期　令和8年1月31日(土)まで
実施医療機関　ヒロレディースクリニック☎049・272・0164、A

アイ

i c
クリニック

linic☎049・277・5225、
小川産婦人科小児科☎049・281・2637、清水医院☎049・281・0158、吉松医院☎049・281・0532
料　1200円
持　受診券、健康保険証、マイナ保険証または資格確認書、個人負担金(免除になる方は別途必要書類有)
申　10月17日(金)までに保健センターへ直接または専用フォームから
問　同センター☎049・271・2745

感染症を防ぐために蚊に注意しましょう
ウイルスなどの病原体に感染した人や動物の血を吸った蚊に刺されることで、さまざまな感染症にかかる恐れがありま
す。蚊が媒介する感染症にかからないためには、一人ひとりが、感染症の流行地域で蚊に刺されない、住まいの周囲に
蚊を増やさない対策をすることが重要です。
※　蚊の活動はおおむね10月下旬ごろで終息します。これらの対策は10月下旬ごろまでを目安に行いましょう
感染症流行地域では、蚊に刺されないようにしましょう
・海外へ渡航する際には、渡航前に現地での流行状況を把握しましょう
・もし蚊を媒介とする感染症の流行地域へ渡航される場合には、蚊に刺されないように万全な対策をしましょう
・屋外の蚊が多くいる場所で活動する場合は、できるだけ肌を露出せず、虫よけ剤を使用するなど、蚊に刺されない対
策をしましょう
住まいの周囲に、蚊を増やさないようにしましょう
・蚊は、植木鉢の受け皿や屋外に放置された空き缶に溜まった雨水など、小さな水たまりで発生するので、日ごろから
住まいの周囲の水たまりを無くすように心掛けましょう
問　保健センター☎049・271・2745

申込はこちら

あなたの不安を解決！子宮頸がん検診Ｑ＆Ａ

Q　検診ってどんなことをするの？痛みがあるの？
A　検診は、約15分！
医師による聞き取りと、細胞の採取だけです。
大きめの綿棒で子宮の入口を軽くこすり、細胞を採取し
ます。この際に痛みはほとんどありません。
さらに検査が必要になったら、次のステップの検査を受
けましょう。

Q　今、検診する必要があるの？
A　国で、20歳から受診することが望まれています。子
宮頸がんは若い女性でもかかる病気だからです。
2年に1度の検診が推進されています。
定期的に受けることを忘れないようにしましょう。

Q　費用は？
A　市の助成があるため、自己負担1200円で検診を受け
ることができます。
今年度無料クーポン対象の方、70歳以上の方は無料で受
診できます。

子宮頸がん検診の流れ
1　10月17日(金)までに保健センターへ直接または下記
専用フォームから申し込む
2　受診券が届く　
3　医療機関を選ぶ
4　検診を受ける
5　結果を確認する

３校
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掲示板

仲間になりませんか 出かけてみませんか

参加してみませんか

鶴ヶ島第二小学校通学区納涼大会

対　どなたでも
日　8月16日(土)16時～20時
場　鶴ヶ島第二小学校
問　伊

い

藤
とう

☎049・287・5871

初心者弓道教室

対　市内在住在勤在学で18歳以上
の方
日　9月20日(土)～11月8日(土)
13時～15時
場　鶴ヶ島市弓道場(藤中学校内)
料　64歳以下1800円、65歳以上
1200円(保険、資料、下掛け代)
申 問　8月5日(火)から20日(水)ま
での10時から17時に田

た

中
な か

☎090・
4373・1349

第31回ヒロシマ市民の描いた原爆
絵画展

対　どなたでも
日　8月18日(月)～24日(日)9時～
22時(初日は11時から、最終日は17
時まで)
場　坂戸市入西地域交流センター
(坂戸市千代田1-1-1)
問　青

あお

木
き

☎090・7949・9351

絵画サークル太陽(水彩画)

対　市内在住の方
日　第1･第3金曜日13時～16時
場　北市民センター
問　麻

あ

生
そ

島
し ま

☎080・1251・6645

鶴ヶ島市武術太極拳連盟主催
初心者太極拳教室

対　どなたでも
日　9月3日･10日･17日･24日の各
水曜日10時～11時30分
場　東市民センター
料　無料　定　20人(申込順)
※　1回のみ参加可
持　飲み物、タオル
他　運動しやすい服
申 問　8月5日(火)から26日(火)ま
でに須

す

藤
ど う

☎049・285・2369

10月号の原稿締切は、8月19日(火)です。
※　「仲間になりませんか」のコーナーは､
同一サークルなどは年1回の掲載です。そ
れ以外の原稿は､ 同一サークル年3回まで
で、同一号には1件までの掲載に限らせて
いただきます

省略記号一覧
対 対象　日 日時・日にち　期 期間　
場 場所　講 講師
内 内容　定 定員　報 報酬　料 入場
料・参加費　持 持ち物
他 その他　申 申込　問 問合先

減塩について
　塩はヒトの体の中で大切な働きをしていますが、摂りすぎによる健康への弊害が指摘され
ています。食塩をたくさん摂っている場合と加齢に伴う血圧上昇の間には関連があると認め
られており、血圧を上げないためには塩分を摂りすぎないことも大切です。1日の塩分摂取の
目標量は、男性7.5ｇ未満、女性6.5ｇ未満、高血圧の方は6ｇ未満とされています。
　減塩の工夫として、まず決まった量を計って使うことです。それで味が足りないなと感じたら、コショウや粉山
椒、唐辛子、カレー粉などのスパイスを使ったり、すりゴマ、カツオ節、刻みネギ、シソ、生姜、ニンニクなどの
風味を使うのもおすすめです。さらに酢やレモン汁などの酸味のあるものを加えると少ない調味料でもパンチの効
いた味が楽しめます。汁物にはだしを効かせることで調味料が少なくても美味しく食べられます。うま味のあるキ
ノコ類、トマト、アスパラ、玉葱、ブロッコリー、じゃがいも、セロリなどをたっぷり入れると、それだけでも味
に深みが出ます。食材としては、練り製品やハム、ソーセージ、ベーコンなどの加工品、漬物、佃煮、干物などは
塩分が多いので食べる量や回数を調整するようにしましょう。外食で食べるラーメンや丼物、カレーなども塩分が
多いので注意が必要です。
� 女子栄養大学栄養クリニック　管理栄養士　川

かわ

本
もと

 尚
なお

子
こ

健  康

応 援 団

No245
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救急指定病院・救急相談など 休日診療など

8月の相談
相談名・相談内容 日にち 時間 場所 予約 問合せ

法律相談(弁護士)
個人の金銭、家族などの
法的トラブルに関する相談

①8月5日(火)
②8月15日(金)
③9月2日(火)

13時20分
　～16時20分 予約時にお知らせ

①受付中
②8月1日(金)～
③8月19日(火)～

地域活動推進課

法律相談(司法書士) ①8月14日(木)
②9月11日(木) 9時～12時 予約時にお知らせ ①7月31日(木)～

②8月28日(木)～ 地域活動推進課

法律相談(行政書士) ①8月14日(木)
②8月28日(木)

13時20分
　～16時20分
※16時受付終了

市役所5階 不要 地域活動推進課

女性のための法律相談 ①8月13日(水)
②9月10日(水) 10時～13時 女性センター ①受付中

②8月14日(木)～
女性センター
☎049・287・4755

女性相談・DV相談 月・水・金曜日 10時～16時 市役所1階 要予約 直通ダイヤル
☎049・298・7716

消費生活相談
月～金曜日

土曜日(電話相談のみ)

9時30分～12時、
13時～15時
9時30分～12時

市役所2階
消費生活センター 不要 市役所2階

消費生活センター

消費生活弁護士相談
商品やサービス、債務整理など
の消費生活に関する法的相談

8月22日(金) 13時～17時 市役所2階
消費生活センター 8月5日(火)～ 市役所2階

消費生活センター

税務相談 ①8月5日(火)
②9月2日(火) 13時～16時 市役所3階 ①受付中

②8月19日(火)～ 税務課

不動産相談
相続、税金を除く

①8月5日(火)
②9月2日(火)

13時20分
　～16時20分
※16時受付終了

①市役所5階
②市役所1階 不要 地域活動推進課

行政相談 8月15日(金) 13時20分
　～16時20分 予約時にお知らせ 8月13日(水)まで 地域活動推進課

就職相談
(ふるさとハローワーク) 月～金曜日 10時～17時 市役所2階(ふるさ

とハローワーク) 不要 ふるさとハローワーク
☎049・272・4001

内職相談 火・木曜日 10時～12時
13時～16時

市役所2階
内職相談室 不要 市役所2階

内職相談室

教育相談 月～金曜日 9時～16時30分 教育センター 要予約 教育センター
☎049・286・8993

人権相談 8月15日(金) 13時～16時 市役所3階 不要 総務人権推進課
こころの健康相談 8月19日(火) 9時30分～ 市役所1階 要予約 障害者福祉課

にんしんSOS鶴ヶ島 月～金曜日 8時30分
　～16時30分 保健センター 不要 直通ダイヤル☎ 049・227・3355

 ninshinsos@city.tsurugashima.lg.jp

こどものサインを見逃さない！

こどものいじめこどものいじめ
気づいたら  　　相談気づいたら  　　相談今すぐ

【鶴ヶ島いじめ専用ダイヤル】 月～金曜日　9時～16時30分　☎049・279・5144
【鶴ヶ島いじめ相談メール】 毎日24時間受付　  ijimesoudan@city.tsurugashima.lg.jp
【24時間子供SOSダイヤル】 毎日24時間受付　☎0120・0・78310

救急指定病院(全日24時間対応)
関越病院 脚折145-1 ☎049・285・3161
坂戸中央病院 坂戸市南町30-8 ☎049・283・0019
埼玉医科大学病院
(小児救急医療も対応)

毛呂山町毛呂本郷38 ☎049・276・1199

大人・小児の救急電話相談(全日24時間対応)
☎♯7119　　☎048・824・4199
急な病気や対処法、受診に迷うときにご利用ください(育児
相談を除く)。診断や治療を行うものではありません。

埼玉県AI救急相談
チャット形式で相談した内容をもとに、可能性の
ある症状を提示し、緊急度の判定を行います。

休日急患診療(内科・小児科)
坂戸鶴ヶ島医師会立休日急患診療所
坂戸市石井2327-5　☎049・289・1199 
日　日曜日、祝日、年末年始(12月29日～1月3日)
　　9時～12時、14時～17時、18時～21時
※　受付は30分前まで
※　当日予約は6時から受付時間の45分前までに
　　☎050･5840･1156またはホームページから

8月の眼科在宅当番医　
にし眼科クリニック
富士見1-2-1(ワカバウォーク内)　☎049・271・2424
日　8月24日(日)9時～17時　※　休憩時間は要確認

県HPはこちら

HPはこちら
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今ある資源を活かして環境にやさしく

市内産の野菜でこどもたちを笑顔に

家族介護教室〜パペットの言葉は、魔法の言葉〜

6月13日、藤小学校で「教室机の天板交換で学ぶSDGs授業」が行わ
れました。環境配慮型の修繕事業を展開する株式会社ノアの代表取締
役の方を講師に迎え、 実際に教室で使用している机の天板を自らの手
で交換する体験をしました。直して使う、資源を活かすという持続可
能な考え方を学ぶことができ、児童からは、「壊れても、買い替えず直
すようにしたい」「修理するだけで新品みたい！」などの声が上がってい
ました。

7月8日、11日、市内全小中学校にて、市内産の朝採り蒸しとうもろ
こしが学校給食で提供されました。とうもろこしを食べた児童生徒か
らは、デザートみたいに甘い、毎日食べたいなどの声もあり、大満足
の様子でした。
また、藤小学校では、ゲストティーチャーとして、市内生産農家の方々
を招き、農家の一日やさまざまな野菜の生産過程などを学びました。
児童から農家の方への質問が止まず、興味津々の様子でした。

6月20日、市役所にて、ふくわじゅつ屋あんでぃさん(日本パペット
セラピー学会理事)による、パペットセラピー講座が開催されました。
第三者がそこに実在するかのようにパペットを介在させ、言葉を託
すことで、介護や育児のコミュニケーションがスムーズにいきやす
くなるそうです。皆さん思い思いのかわいいパペットを作って、腹
話術のコツを楽しく学んでいました。

午前4時30分ごろ 撮影協力：内野農園
収  穫

調  理 給食へ

オハヨウ

３校

24



パンは、「つくる」のではなく「育てる」もの

地域があたたかな輪でつながる

丹精込めたジャガイモを地域へ

暑さを吹き飛ばせ！おみこしワッショイ！

6月25日、西市民センターにて、遠
えん

藤
どう

徳
とく

夫
お

さん(香川調理製菓専門学
校教授)による、「パンの教室」が開催されました。作る人の手の温
度や、室温、湿度などにより出来上がりは異なり、ひとつとして同
じパンはないといいます。参加者の皆さんは、先生のお話に真剣に
聞き入り、一つひとつの作業に丁寧に取り組んでいました。愛情を
込めて育てたパン、とてもおいしそうでした！

6月21日、北市民センターで第36回北市民まつりが開催されました。
迫力満点の和太鼓の演奏や、元気いっぱいなキッズダンスなど、観る
人を魅了する舞台発表が次々と披露されました。暑い一日でしたが、
金魚すくいやバルーンアートではしゃぐこどもたちの笑顔や、セン
ター内に響くにぎやかな音に耳を傾ける人の姿が印象的で、多くの人
が集まり、活気あふれる楽しいまつりとなりました。

6月25日、西中学校で栽培されたじゃがいもが、地域にあるこども食
堂「まさこ食堂」へ寄付されました。このじゃがいもは、同校の学校
応援団と生徒ボランティアが、校内のファームで丹精込めて育てたも
ので、両手で抱えるほど大きさの段ボール箱が4箱以上も収穫できま
した。このじゃがいもは、7月にまさこ食堂で開催された七夕まつり
において、カレーとして地域のこどもたちに振る舞われました。

7月12日、鶴ヶ島駅東口商店街通りにて、上広谷第一自治会(八坂神
社)夏祭りが開催されました。市内で唯一みこしが出る祭りとあって、
開会式前から多くの人で賑わっていました。いざみこしが出発すると、
担ぎ手や沿道の皆さんの「エッサ！ホイサ！」という元気な掛け声が
響き渡り、祭りを大いに盛り上げていました。これから始まっていく
地域の夏祭り。暑さに気をつけながら、楽しみましょう！

３校
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■8月号には、「市議会だより第214号」が折り込まれています。

編集後記
今月号の表紙は、昭和の鶴ヶ島の風景をテーマに
しました。懐かしいと感じる方やここは本当に鶴ヶ
島なのか…と疑問に感じた方もいたかと思います。
特集では、昭和の鶴ヶ島をテーマにしましたが、
まだまだお伝えしきれなかった内容がたくさんあ
ります。気になる方は「鶴ヶ島市デジタル郷土資料」
と検索すると詳しい内容が見られますのでぜひ
チェックしてみてください。
ご意見・ご感想は秘書広報課広報広聴担当へ
10200001@city.tsurugashima.lg.jp
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前
に
立
っ
て
自
分
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
表
現
で
き
る
と
こ
ろ
」
だ
と
話
す
結

菜
さ
ん
。「
ダ
ン
ス
に
表
情
を
つ
け
る

の
が
難
し
い
で
す
。
先
輩
の
踊
り
を
参

考
に
し
な
が
ら
、自
分
な
り
に
考
え
て
、

練
習
の
と
き
か
ら
意
識
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
」と
い
う
結
菜
さ
ん
で
す
が
、

苦
労
や
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
い

て
は
、多
く
を
語
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

「
代
表
選
考
が
か
か
る
場
面
で
は
『
絶

対
に
落
ち
た
く
な
い
』
と
言
っ
て
、
家

で
す
ご
く
練
習
し
て
い
ま
し
た
」
と
、

お
父
さ
ん
が
こ
っ
そ
り
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
努
力
を
表
に
出
さ
ず
、
胸
に
熱

い
思
い
を
秘
め
な
が
ら
ひ
た
む
き
に
ダ

ン
ス
に
向
き
合
う
姿
勢
が
、
結
菜
さ
ん

の
強
み
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
年
の
世
界
大
会
で
目
指
す
も
の

　

広
報
紙
が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く

こ
ろ
、
結
菜
さ
ん
は
今
年
の
世
界
大
会

の
真
っ
只
中
。
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
・
Ｊ
Ｖ

メ
ガ
ク
ル
ー
部
門
の
２
部
門
に
出
場
し

て
い
ま
す
。「
今
年
は
み
ん
な
を
引
っ

張
る
立
場
と
し
て
、
自
分
の
ベ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
で
す
」
と
強
く
意
気
込
み
、「
今

年
も
表
彰
台
に
立
ち
、
メ
ダ
ル
を
獲
り

た
い
。
そ
の
位
置
は
、
表
彰
台
の
真
ん

中
。
金
メ
ダ
ル
を
獲
り
た
い
で
す
」と
、

昨
年
を
上
回
る
結
果
を
目
指
し
ま
す
。

結
菜
さ
ん
の
ダ
ン
ス
は
、
き
っ
と
世
界

の
大
舞
台
で
も
特
別
な
輝
き
を
放
っ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

世
界
大
会
で
獲
得
し
た
銀
メ
ダ
ル

　

大
会
出
場
か
ら
銀
メ
ダ
ル
獲
得
へ
至

る
ま
で
の
道
の
り
に
つ
い
て
、「
自
分

よ
り
年
齢
も
レ
ベ
ル
も
上
の
人
た
ち
の

中
で
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
る
の
に
精
一

杯
で
大
変
で
し
た
が
、
周
り
の
チ
ー
ム

の
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
て
、
こ
う
し
て

メ
ダ
ル
を
獲
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
２
部

門
で
の
銀
メ
ダ
ル
獲
得
は
、「
と
に
か

く
う
れ
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま

し
た
。
そ
ん
な
結
菜
さ
ん
の
ダ
ン
ス
生

活
は
、
お
姉
さ
ん
へ
の
憧
れ
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

ダ
ン
ス
を
や
り
た
い

　

始
め
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
、「
姉

が
ダ
ン
ス
を
や
っ
て
い
て
、
幼
稚
園
の

こ
ろ
か
ら
自
分
も
や
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
」
と
語
る
結
菜
さ
ん
。
実
際

に
始
め
た
の
は
、
小
学
２
年
生
の
と
き

で
、
お
姉
さ
ん
が
ダ
ン
ス
を
始
め
た
の

と
同
じ
年
齢
で
し
た
。
そ
の
理
由
は
、

本
当
に
ダ
ン
ス
が
好
き
で
や
り
た
い
の

か
を
お
父
さ
ん
が
見
極
め
た
か
っ
た
か

ら
だ
そ
う
で
す
。
結
菜
さ
ん
の
ダ
ン
ス

へ
の
思
い
は
、
幼
稚
園
の
こ
ろ
か
ら

ず
っ
と
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ダ
ン
ス
は
好
き
で
す
か
？
と
質

問
し
た
と
こ
ろ
、「
は
い
、
好
き
で
す
」

と
即
答
し
て
く
れ
ま
し
た
。

磨
き
続
け
る
自
分
だ
け
の
ダ
ン
ス

　

ダ
ン
ス
の
や
り
が
い
に
つ
い
て
、「
人

佐
さ と う

藤結
ゆ う な

菜さん （ヒップホップダンス）
新町小学校卒業、西中学校1年生
KONAMI J.B.STAR 所属
2024 WORLD HIP HOP DANCE CHAMPIONSHIP
バーシティ部門2位、JVメガクルー部門2位 J.B.STAR練習の様子。結菜さんは左から3番目J.B.STAR練習の様子。結菜さんは左から3番目

2024 WORLD HIP HOP DANCE CHAMPIONSHIP大会出場時2024 WORLD HIP HOP DANCE CHAMPIONSHIP大会出場時
結菜さんは、下段中央（写真・上）、上段左から2番目（写真・右）結菜さんは、下段中央（写真・上）、上段左から2番目（写真・右）
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